
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

＜自分が心がけること＞ 

○ 人の悪口を言わない、陰口をしない、自分がされて嫌なことをしない、みんな 

で思いやりや助け合いの気持ち、心の優しさをもつ           

○ 一つの情報を信じすぎない                     

○ 自分の意見だけでなく、相手の意見も聞く、ときには受け入れる 

○ 誰にでも同じように接する、人によって態度を変えない 

○ 普段からいろいろな人とコミュニケーションをとる、笑顔で接する      

○ 悩んでいる人の相談にのってあげたい    

 

＜いじめを見つけたら＞ 
○ 見て見ぬふりをしない、注意をする、できないときは先生や大人に伝える（チ

クる）、話を聞き寄り添う 

○ グループには入れていない人がいたら、自分から誘う   

○ 「仲間がいるよ、みんなで解決しよう！」と声をかける、味方がいることを伝

える  

 

＜いじめをしている人へ＞ 

○ いじめている人に、どんなひどいことをしているかを伝え、やめさせる  

○ いじめている人にも何かつらいことがあるのではないかと考え、いじめている

人を排除するのではなく、話を聞き、どう関わっていけばよいのかを一緒に考え

る、大人や仲間とも協力する。 

○ いじめる側にならないよう、心にモヤモヤがあったら、家族、友だち、先生に

まずは相談して、モヤモヤを重くしない 

 

＜いじめられていると感じたら＞ 

○ 一人で抱え込まない、仲間や家族、先生に相談する 

○ 仲間・味方は必ずいる。一人ではない。 

 

＜ＳＮＳを正しく使う＞ 
○ 人の写真を勝手にＳＮＳにあげない、悪口を書かない嘘の投稿をしない、文章

は自分と相手の解釈が違うときがあるかもしれないので気を付ける  

 

＜いじめ防止・早期発見のために＞ 

○ 毎月実施しているアンケートはとてもよいので、続けてほしい 

○ アンケートには書けない人もいるかもしれないので、時間をとって面談をする 

とよいと思う 

○ 目に見えるところに、いじめを絶対にしてはいけないというポスターや標語を

掲示してもよいのではないか      

○ いじめに発展していなくても、誰かが嫌がっていたら声をかける 

○ 一人の人がいたら話しかけるなど小さな思いやりでだいぶ変わると思う 

             

＜いじめ解決に向けて＞ 

○ いじめのきっかけとなったことを解決する   

○ 両者の理由や原因等をきく                  

○ 見ているだけでは状態は変わらない。いじめている側、いじめられている側の

どちらでもない自分自身が意見を発する            

 

＜その他の意見＞ 

○ できるだけ面と向かって話す、自分の意見をしっかり言う     

○ 『罪を憎んで人を憎まず』を大切にする。         

○ ウサギがタヌキを無視していることをタヌキの仲間が気づいたように、ちょっ

としたことにも気づいて行動する            

○ 視野を広く持って小さなことにも気づけるようにする  

○ いじめをやめさせるだけではなく、減らす活動に積極的に取り組みたい 

○ みんなで協力して残りの学校生活をおくりたい。   

○ 汚い言葉を使わない        

 

 


